表示 価格 は 本 体 価 格 ( 税 別 ) で す 。 
= ] 


基本 シス テム は 中 継 親 局 1 台 、 子 局 2 台 。 そ し て 任意 の 数 の DJ-U1(L/s)。 ーーーーー ー 
内子 局 は 還 外 . 必 内 用 を と り ませ て 、 量 大 4 台 ま で 堆 設 が 可能 


通話 距離 の 目安 
親 局 を 中 心 に 従来 の 中 継 シ ステ ム の 数 倍 に 
通話 エリ ア は 拡大 し ます 。 

@ 直 線 的 に 設置 する 物 で は な い の で 「XX 


EME-29A EME-21AB 


交互 通話 複合 中 継 特定 小 電 力 無 線 通信 シ 


[ウル トラ リ ビ ピーター] 


|) ー U ] ( L/S) あ 5 STD- CB10 


お か ceー ド 抽 有 5 メー トル 」 や 「X 倍 」 の よう に 定量 的 に 表現 す 
MM 0 2 AM 人 る こと は で きま せん 。 
久恒 57mmx 高 さ 98mmx 薄 さ 28mm (突起 物 除く ) 、 乾 電池 まで 含ん で 層 e4 @ 従 来 の 中 継 通話 の 感覚 の まま 、 子 局 を 増 


咽喉 イヤ ホン マイ ク 


約 ロ 。 二 肥 量 RN ヽ ミ ユ 計 N 設 し て 多層 階 間 で 通話 が 可能 に な る な ど 、 距 EME-57A 部 は 共通 で す 。 EME-21A 
49170g の 小吉 量 サイ ズ 、 日 本 語 表示 で 使い や すい 設計 と 美しい デザ イン 。 設 し て 多用 で が 可能 に な る な ど 、 MESA 620oyemi EZ イヤ ホン マ 
@ ユ コー ザー の 持ち 場 に よっ て 、 通 話 距離 重視 の ロン グ ア ン テ ナ (L) と 、 携 帯 性 に 優れ 無線” | が 本 機 の 最大 の メリ ッ ト で す 。 MS 0 


PX ト 用 ペド セン トド 。 EME-21A( グ レー) EME-21AB( 黒 ) 


機 が 目立た な い シ ョ ー ト アン テ ナ (S) を お 選び いた だ け ま す 。 還 使用 時 間 の 目 安 EME-53A EME-29A EME-57A n 
電池 は 内 蔵 式 で か さば ら な い バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 他 、 単 3 乾電池 2 本 ( 高 性 能 乾 電池 対応 ) 世 語 | フルリ 物 二 | 20 馬 下 \14.800 共通 価格 \6,000 
や 、 外 部 DC で も 駆動 する 便利 な マル チ 電 源 仕様 。 邊 高 性 能 乾電池 | 25 時 間 

⑯ キ ー ロ ッ ク や 液晶 ラン プ な ど 、 使 いや すく カス タマ イズ で きる 基本 機能 よし っ か り 搭 載 。 誠 Hlon |  EBP-60 20 時 間 


人 中 継 器 を 通さ な い 、 ベ ー シ ッ ク な 直接 交互 通話 も 可能 。 
リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク と 連結 充電 器 、 ソ フト ケー ス 、 ヘ ッ ド セ ッ ト 、 | 
イヤ ホン マイ ク な ど 、 用 途 に 合わ せ て 選べ る 豊富 な オプ ショ ン アク セ サ 中 - 和 虹 二 識 


充電 時 間 の 目安 


EDC-131A/167A | 
EDC-155R/156 3 時 間 
| っ 人 
回 転 式 ク リッ プ 付 


EDC-167R/162 


較 子 機 が 搭載 する 主 な 機能 較 消費 電流 


キー 操作 、 呼 出し 音 な どの P 送信 キー を 一 度 押す と 送信 
音量 を 切り 換え られ ます 。 状態 を 維持 。 指 が 導 れ ませ ん 。 


近作 を 未 伏 に 防ぐ 夜 問 の 操作 も スム ー ズ 、 0 バッ クノ イズ を 和 江 する 
キー ロッ ク 機 能 。 擬 男 全 デ ィ ス プレ ィ 。 コン パン ダー。 


カー ルコ ー ド イヤ ホン 耳 掛 け 型 イ ヤ ホ ン 
EME-26 EME-50 
\1.800 \1.800 


中 継 局 は どちら も トラ ン シ ー バ ー 約 2 台 分 、 子 機 を 
まとめ て 充電 する 時 は 、 例 えば 8 台 で も 約 40W と 小 
さ な 電 球 1 個 分 程度 で すか ら 、 目 立っ た コス ト は か 


か り ま せん 。 

本 らい て | 
IP67 ア イコ ン が 表示 され た 製品 は 、 設 計 段階 で 外郭 保護 等 級 IP67 規 格 の 耐 塵 防 浸 試 験 に 合格 し て お り 、 適 合 す る アク セ サ リ ー を 使っ て 防水 キャ ッ プ 類 を 正しく 閉め る な ど 指 定 の 条件 を 満た し て いれ ば 、 雨 や 雪 、 夫 っ ぽい AC アダ プター ツイ ン 連 結 スタ ンド 連結 スタ ンド 
環境 の 中 で も カバ ー な し で お 使い いた だ け ま す 。 但し 規定 以上 の 風圧 や 水圧 が 掛か る 環境 下 で の 性 能 を 保証 する 物 で は あり ませ ん 。 金属 性 、 油 性 、 酸 や 塩分 ・ 化 学 物質 を 含む 等 、 特 殊 な 粉塵 や 液体 が 製品 に 使わ れ て い EDC-162 EDC-167R EDC-155R 
る 素材 や 部 品 に 付着 する と 腐食 、 劣 化 や 故障 の 原因 に な り ま す が 保証 の 対象 外 と な り ま す 。 こ の よう な 環境 で は 、 本 体 を ケー ス 類 で カバ ー し て 、 ヘ ッ ド セッ ト や マイ ク 系 アク セ サ リ ー を お 使い くだ さい 。 ま た 、 出 荷 前 に 個別 検 \7.000 \6,000 \2.500 


査 を 行わ な い 「 相 当 品 ] で す の で 、 汚 れ た り 濡れ た り し た 時 は 均 を 払い 、 乾 いた 布 で 拭く な どの メン テ ナ ン ス を 心がけ て いた だ く と 永く 正常 な 状態 で お 使い に な れ ま す 。 保護 に 使わ れ て いる カバ ー や シー ルド の 素材 は 経年 劣化 
の た め 変 質 し 、 保 護 性 能 が 低下 し ます 。 弊 社 で は 外郭 保護 性 能 に つい て も 製品 と 同じ 1 年 を 保証 期間 と させ て いた だ きま す 。 尚 、 耐 塵 、 防 浸 等 の 言葉 が 直感 的 に 分 か り に くい こと か ら 、 カ タロ グ や 説明 書 の 文中 で は 「 防 鹿 ] 
「 防 水 」 な どの 言葉 で 表現 する 場合 が あり ます 。 ※ 耐 鹿 等 級 6 は 製品 の 発売 開始 後に 検証 し た も の で す 。 こ の た め 古 い カ タロ グ や 取扱 説明 書 で は IPX7 と 表示 され て いる こと が あり ます が 、 別 途 表 記さ れ て いな い 限 り 、 旧 
製品 に つい て も IP67 相 当 の 外郭 保護 性 能 が あり ます 。 


定 格 
中 継 局 [中 継 局 / 子 機 共通 仕様] EDC-167R (単品 販売 x3 個 ) と EDC-162 を 連結 し 、1 つ ※ ご この イメ ー ジ は EDC-155R 3 台 を 連結 し た 状態 で す 。 画 
周波 数 範 の コン セン ト で 最大 6 台 の 無線 機 を 充電 する チャ ー ジ ャ ー を 最大 6 台 ま で 接続 で きま す 。 ー 
、 ー 本 ヽ 電 力 無線 用 421/440MHz 帯 (チャン ネル は 設定 済 ) 作っ た イメ ー ジ で す 。EDC-162 は 最大 3 個 の EDC-167R を 
= 一 = 一 計 リー ド 駆動 で き 、EBP-60 単 体 で も 無線 機 に 装着 し た 状態 で も 、 ま た 
け )-U1 KR へ ビー デュ ー テ ィ タ イプ 0 SE 16 台 の うち 任意 の 台数 を 充電 で きま す 。 - 
@ 屋 外 常 設 が 可能 、 頑 丈 な アル ミ ブ ロッ ク 製 の 全天候 型 ボ ディ 。 マ スト ・ 壁 取り 本 地 方 マイ ナス 村 地 中 
付け 用 の プレ ー ト と クラ ンプ が 付属 。 太 い ポ ボー ル に 取り 付け る 場合 は 市 販 品 の [送信 部 ] 2 
ヽ g 全 ヽ / 三 ト / セ 利信 4 
バイ ンダ ー 材 が 使え ます 。 送信 出力 /10mW 通 信 方 式 / 半 複 信 上 AM 
2 oo 有 の [受信 部 ] は ト 
@ 屋 外 だ け で な く 、 塩 害 が 気 に な る 沿岸 部 や 、 プ ラス チッ ク を 侵す 物質 を 扱う 工 人 方 タダ ブル スー バー ヘテロ タイ ン き りう 
カ 査 有 忌 ジ よ ! 中 間 周 波数 /1st : 21.7MHz /2nd : 450kHz に 
場 の よう な 場所 で の 屋内 妥 置 に も お 勧め し ます 。 写真 か ら 受 ける イメ ー 小 受信 感度 (12dB SINAD)/-14dBu 以 下 
ウン ドク ェ ニ ニン ( リチウム イオ ン バ ッ テ リ ー パ ッ ク シガーDC/DC コ ン バ ー タ ー AC アダ プター ツイ ン 急 速 充 電器 セッ ト 急速 充電 器 セッ ト 
e \ 
弄 軽量 で すか カ ら 、 放 置場 所 を 選び ませ ん 。 還 2 了 EDH-33 EDC-167A EDC-131A 
@ 重 源 は AC100V に 接続 する アダ プター で 供給 、 ケ ー ブ ル は 防水 イプ が 10m 。。。。。 外出 カ 100mW 上 。\2.500 \8.000 。 \4500 
付属 し ます 。 y 定格 電圧 / 子 機 : DC2.43.7V/DJ-U1R : AC ア ダ プ KSAESe 
ター・DC12V/DJ-U2R : AC ア ダ プ ター・DC6.0V 
バック アッ プ 電 池 (別売 : EBP-57N x 2 セッ ト ) を 搭載 すれ ば 、 停 電 時 で も 0 の PS 
* 定 田 で - 受信 時 / 子 機 待ち 受け 時 区 アル イン コ の マイ ク 系 アク セ サ リー は 、 掲 載 の イメ ー ジ の サー クル 内 で 紹介 し て いる コン トロ ー ル 部 の 背面 に は 全て クリ ッ プ が 付い て お り 、 撲 元 や 胸 ポ ケッ ト な ど に 導 着 で きま す 。 
約 3 時 間 電 源 無 し で 運用 で きま す 。 YiS MI * ス ピー カー マイ ク : スピ ー カ ー と マイ ク が 一 体 に な っ て お り 、 ベ ルト に 付け た 無 弧 機 を 、 クリ ッ プ を 2 ない まま お 使い 有り ます ー 90 
。 ゃ アディ E 答 出力 時 / 子 後 ポ W 音 声 * ヘ ル メ ッ ト 用 ヘッ ド セ ッ ト : 安全 帽 に 装着 し ます 。 白 い ボ タン は 通常 の PTT 送 信 ボ タン で す 。 業 務 仕 様 な の で 頑丈 で 修理 も 可能 で す 。 
バッ テリ ー セ ー ブ 時 / 子 機 約 20mA (平均 ) ※* イ ヤ ホ ンマ イク : 接 元 に マイ ク 部 を クリ ッ プ 止め し て 使う タイ プ で す 。 小型 ・ 軽 量 な た め 多 用 途 に お 使い 頂け ます 。 業 和信 様 な の で 項 、 修理 も 可能 な うえ イヤ ホン が 交換 式 を な の で 、 同 し 無線 機 を 複数 の ユー ザー が 
子 機 の マイ ク ・ イ ン ピ ー ダ ンス / 約 2kQ NB 本 お 0 生生 に る た お 拓 
素 ポン : ー ト コー ド と カー ルコ ー ド か ら お こ 谷 5) い 。 
D) - し 2R 屋内 設置 タイ プ [外形 寸法 / 重 量 ] 
(突起 物 除く </ 乾 電池 除く ) 
@ 設 置 が 簡単 な 小型 軽量 ABS 樹 脂 製 で 、 ど ん な 場所 で も 違和感 が 少な い 「 W67>H98xD27.9m アル ブンコ 株 式 会 社 
アン テ ナ 長 : L 169mm/S 30mm IaLINC ロ 
ブラ ッ ク の ボディ 。 壁 掛け 時 計 を 取り 付け る の と 変わ ら な い 手軽 さ で 設置 で きま す 。 重量 : | 約 124g/S 約 119g 画 電 子 事業 部 
: W216xH130xD93mm 昌 ロ 
ー』 ロ 2 ) ーー ア ・ 
人 @ 高 性 能 フ レキ シン ブル ・ ア ン テ ナ を 採用 、 小 型 な が ら 広 い エ リア を カバ ー し ます 。 AE 約 175mm @ 東 京 営業 所 〒103.0027 東京 都 中 央 区 日 本 橋 2 丁 目 3 日 本 橋 プ ラ ザ ビル 14 階 呈 03-3278-5888( 代 表 ) 
@ ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 を 内 蔵 、 停 電 時 で も 自動 的 に 約 3 時 間 の バッ クア タプ | 063GBBDW @ 大 阪 営業 所 〒541.0043 大 阪 市 中 央 区 高 雇 橋 4 丁目 4ー9 淀 屋 橋 ダイ ビル 13 階 宮 06-7636-2361( 代 表 ) avscmvpe D ナ リリ ALINCO 
アン テ ナ 長 : 約 136mm @ 福 岡 営業 所 〒8120016 福岡 市 博多 区 博多 駅 東 2 丁目 13ー34 エ コー ビル 2 階 只 092-473-8034( 代 表 ) 
軍 N ーー 
運用 を 行い ます 。 ー 年 量 : 約 900g ※ こ の カタ ログ に 掲載 の 標準 価格 に は 取付 費 な ど は 含ま れ て お り ま せん 。 _ 中 継 局 (屋内 用 ) 
※ 雨風 が か か っ た り 、 直 射 日 光 に 長 時 間 さ ら さ れ た りす る 場所 に は 設置 で きま せん 。 注意 正しく 安全 に お 使い いた だ く た め 、 ご 使用 の 前 に Me 
パ / 局 、 必ず [取扱 説明 書 」 を よく お 読み 下さ い 衣 PTAM AAMSCWYfEW ロナ リョ ア ター サー ビス 、 FAQ、 販売 店 に 関す る 情報 な ど は : | 
※ 撮 影 印 刷 の 条件 に より 、 掲 載 製 品 の 色調 が 実物 と 異な る こと が あり ます 。※ 仁 様 は 予告 な し に 変更 する 場合 が あり ます 。 アル イン コ 電 子 事業 で 
ホー ムペ ー ン ジン の URL http://Wwww.alinco.co.jp/ SE Pin 
er.1.4.| ご 


” アル イン コ U-SYSTEM アル イン コ U-SYSTEM 概念 図 


4 
マ 


広い 敷地 に 複数 の 建物 が 
*※ 本 イラ スト は 、 設 定 を 分 か りや すく 説明 する た め に 実際 の 距離 や サイ ズ 、 中 継 器 の 必要 台数 や 最適 な 設置 場所 の 条件 な ど を 簡素 化 、 無 視 し て 表現 し て いま す 。 建っ て いる 場所 に 最適 な 
= = 特 小 無線 シス テム で す 。 
① 親 局 に 設定 し た ー do ーー 
DJ-U1R ま た は U2R EE 頒 記 明 拡張 時 (連結 ) の イメ ー ジ 子 局 1 の カバ パー エリ ア 。。・* | 計 屋内 に は 親 局 の 電波 ho 子 局 4 の カバ ー エ リア 
(基本 1 台 、 拡 張 時 2 台 ) ・“ が 届か な い 範囲 。 
(② 子 局 に 設定 し た 


拡張 時 ( 親 局 2 台 連 結 ) の いく 


屋内 まで 親 局 の 
DJ-U1R ま た は U2R 構造 が 非常 複雑 で 大 き な 建 物 親 選 電波 が 居 < 箇 財 吊 肖 
(基本 2 台 、 拡 張 時 4 人 台 ま で ) 寺 の 内 部 や 複数 の 建物 間 で の 通話 ご 人 ーー [ 
j 肌 山 責 語 iM 本 語 は 、 中 継子 局 の 数 を 増やす 必要 」 
意 の 数 の DJ-U1L/S ALINCO ALINCO 
四 1 が ある の で 親 局 を 連結 し た 拡張 モ * 
ー ド に な り ま す 。 | 人 
(④ イヤ ホン マイ ク や ヘッ ド セ ッ ト < へ Suamo デ ーー 
【 用 途 に 合わ せ て オプ ショ ン よ り 選 択 (別売 )】 ケー ブル 長 10m 深 局 1 ー 1 
ケー ブル の 連結 部 以降 ば 拡張 時 4 台 ま で ヽ % * 子 局 の いずれ か に 
特定 小 電 力 ト ラン シー バー 防水 で は あり ませ ん 。 に * アク セス で きる 場所 に いる 
[) に に 子 機 (任意 の 台数 ) 
] U ] (L/S) ュ 子 機 の アン テ ナ に つい て 
オー プン 価格 8 1 ショ ー ト ・ ア ン テ ナ は 携帯 性 に 優 
技術 基 準 適合 証 明 取得 機種 | レレ れる 反面 、 ロ ング ・ ア ン テ ナ に 比 
2 NIRG ん べ て 60% 各 度 の 下 離し か 通話 が 
_ * で き な い こと が あり ます 。 子 機 は し と 
NN ま S タ イプ を 混在 させ られ る の で 、 移 
動 範囲 や 業務 内 容 を 考慮 し て 、 
ン ユー ザー ご と に 適切 に な る よう に お 
= 時 ーー レコ 選び くだ さい 。 判 断 に 迷う 時 は ロン 
屋外 に 設置 し た 中 継 局 の イメ ー ジ 一 い グ ・ ア ン テ ナ を お 勧め し ます 。 購 入 - 
MIL 規 格 / SV 後に アン テ ナ タ イプ を 交換 する 6 
衝撃 振動 試験 済 


サー ビス は 、 技術 基準 適合 上 の 理 


子 局 3 の カバ ー エ リア 


由 か ら 行 っ て お り ま せん 。 


r 子 局 1 の カバ ー エ リア 
」 特定 小 電力 無線 電話 装置 中 継 器 基本 ( 親 局 1 台 ) 


広範 囲 に 移動 する 子 機 は 
建物 の 内 部 や アミ ュー ズ メ ント パ L タ イプ を お すす めし ます 。 
aw ー ク の よう な 広い 施設 で 、「 中 継 計 江 が 
屋外 常設 OK! オー プン 価格 器 単体 で は 通話 エリ ア に 不満 が 親 局 の 電波 が 届く 範囲 
JAN コ ー ド : 4969182360578 


ベル トク リッ プ EBC-23 


技術 基準 和合 証明 取得 無線 ユニ ッ ト XE-MC25 X 2 合 内 大 ハン ドス トラ ッ プ 


残る …」] と いう ケー ス に お 試し 頂き 
た い の が U- シ ステ ム で す 。 


( 子 局 は この 範囲 内 に 設置 ) 


ニー ニン ア ーーーー ツ ーー, 


工業 ・ 流 通 施設 
設定 スイ ッ チ 


中 継 親 局 ・ 子 局 (DJ-U1R/U2R) / DJ-U1 ( 子 機 ) か ら な る 
(内 部 ) 


アル イン コ U- シ ステ ム は 、 複数 の レビ ー タ ー を 親 局 が 

コン トロ ー ル する こと に より 、 子 機 ユ ー ザ ー が 、 

どの レビ ー タ ー に アク セス し て も 通話 が で きる こと で 
広範 囲 な 中 継 エ リア を 実現 する 、 特 定 小 電 力 無線 シス テム で す 。 


上 IE ) 
川 川 川中 付属 の マス トク ラン プ は 
JJ まま まま に 8 

- 壁面 に も 取付 が 可能 。 
60mm ゅ 以上 の ポー ル 
に は バイ ンド 材 も お 使 
い に な れ ま す 。 


バッ クア ッ プ 電池 上 邊 
(オプ ショ ン ) 


ご 


屋内 に 設置 し た 中 継 局 の イメ ー ジ 
壁掛 け 時計 を 取り 付け る の と 変 


| DJ-U1R 付属 品 : 取り 付け 用 金具 、 
EBP-57N AC ア ダ プ ター( ケ ー ブ ル 長 : 約 10m) 
本 体 価格 (税別 )\1.200 

X2 セ ッ ト 


介護 ・ 医 療 施設 ・ 空 港 な ど 簡易 業務 無線 機 の 
※ 写 真 の アン テ ナ は DJ-U1R の も の と は 異な り ま す 。 


わら な い 手 軽 で 設置 で きま す 。 ( 使用 に 制限 の ある と ころ 
L タ イプ S タ イプ Sa re 本 je > ae / 三 
通話 が な され て いな いと き に 、 任 意 の ユー ザー が 子 機 か ら 送信 する と 、 最 寄り の 子 局 に 靖 二 2 
アク セス し て 、 全 て の ユー ザー と 交互 通話 に よる 通信 が で きま す 。 送 信 が で きる の は 常 。 フリ ー ベ ルト クリ ッ プ を 
に 1 名 で す が 、 全 員 が この 声 を 聞け ます か ら 、 一 斉 連 絡 や 複数 の ユー ザー を 指定 し た 連 , 標準 装備 
属 内 用 取付 炎 特定 小 電力 無線 電話 装置 中 継 器 U- シ ステ ム は 、 基 本 的 に 親 中 継 器 ( 親 局 ) 1 台 が 子 中 継 器 ( 子 局 )2 台 を 無線 で 制御 する こと に より 、 子 機 ( ト ラン シー バー) が 子 中 継 器 の カバ ー エ 絡 が 可能 に な り ま す 。 ! 子 機 に 付属 する EBC-23 は 、 通 常 の 
(裏面 2 ヶ所 ) [|) U め / R リア 内 で あれ ば どこ に いて る 通話 を 可能 に する も の で す 。 従 来 の DJ-P 1 1 R を 使っ た 有線 方 式 に よる 多段 中 継 で は 、 子 機 の チャ ン ネ ル 設 定 を 中 _ 通話 例 ベル ト 以 外 に も 安全 ベス ト の ひも や 
昌和 3 po 継 器 の カバ ー エ リア に 合わ せ て 変更 し た り 、 通 話 中 の 中 継 器 か ら は 別 エ リア の 通話 が 中 継 され な い 、 中 継 器 問 を ケー ブル で 接続 する 必要 が ある 、 ※1 対 1 三 「 メ イン ゲー ト か ら 見 学 受付 、 ツ アー バス 1 台 、20 名 到着 で す 。]」 りこ に WP と: 3 
設定 スイ ッ チ 屋内 用 基本 セッ ト _、 6 0 RA 還 四 2 ツー ルベル ト な ど 、 幅 8cm ま で 対応 し 
関 と いっ た デメ リッ ト が あり まし た が 、 こ れ を 解消 する 画 期 的 な シス テム で す 。 「 見 学 受付 、 了 解 し まし た ] ( 0 の SR 
Dead [) 中 人 及 Rn ※1 対 複数 ・ 不 特定 =「 資 材 3 か ら S 倉 庫 、 だ れ か G エ リア の 近く に 居 ま すか ?] 0 陣 0 Ne 
会 、 人 人 < ー 5 ヽ 右 選 
WSNNORRARREEOUSM22000 さら に U- シ ステ ム で は 、 親 局 2 台 を 接続 ケー ブル で つない だ 拡張 モー ド に する こと で 、 子 局 を 合計 4 台 ま で 増設 で きる よう に な り 、 カ バー エリ ア を 広 NISNNIEAN s | 計 DE 
還 2 ME げた り 、 エ リア 内 に ある 通話 が で き な い 場 所 を 無く し た りす る こと も 可能 に な り まし た 。 1 ER 人 | | 還 生生 
0 (この 連結 は 拡張 時 に 増え る 子 局 の 無線 制御 を 親 局 が ペア で 行う た め に 必要 な こと で 、DJ-P 1 1R の よう に 連結 ケー ブル で 中 継 器 問 の 距離 を 長く し て も カバ ー エ リア は 伸び な い ば か デー Ne 下 ei ae 0 8 
(MA ※ 一 斉 連 絡 ニ 総務 か ら 全員 、 先 ほど の 地震 に よる 被害 は あり ませ ん 。 担 を 軽減 で き 
りか 、 シ ステ ム 自体 が 動作 し な く な り ます 。) 通常 通り 業務 を 続け て くだ さい 。 | 旧 を 軽減 で き 、 
2: 子 機 の 落下 も 
U- シ ステ ム は 、 実 際 の 設置 に あたっ て 事前 に 通話 実験 を 行う 必要 が ある こと か ら 、 基 本 ・ 拡 張 い ずれ の 設定 が 必要 に な る か は その 時 に 判断 され ま 防止 し ます 。 
す 。 又 、 拡 張 モ ー ド が 必要 に な れ ば 、 そ れ に 合わ せ た 連 結 と 設定 を アル イン コ が 出荷 前 に 行う た め 、 ユ ー ザ ー は 面倒 な セッ ティ ング に 悩ま され る こと | メン テ ナ ン ス 6 
が あり ませ ん 。 も ちろ ん 導入 後に カバ ー し た い エ リア が 増加 すれ ば 、 基 本 か ら 拡張 モー ド に 移行 させ る こと も で きま す が 、 こ の 時 も アル イン コ が 中 継 | 緒 2 人 2 
0222 通常 の 特定 小 電 力 無 線 シ ステ ム と 同等 で す 。 特別 な メンテナンス は 不要 で 、 ラ ン ニン 
付属 品 : 取り 付け 用 ネジ 、AC ア ダ プター、 _- 、 有 グ コ スト は ご くわ ず か な 電気 代 以 外 不 要 、 中 継 器 と 子 機 は 1 年 間 の メー カー 保証 付き で 
5m 延 長 ケ ー ブ ル (ケー ブル 長 合計 : 約 7m) 通話 実験 や デモ ンス トレ ーション に 関す る ご 相談 は 、 販 売店 で 承り ます 。 


安心 で す 。 


